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標準（本体）工事設定
坪単価で販売するので工事原価も1坪あたりにかかる費用を想定し
この”想定単価”から最適坪単価を算出するので根拠のある見積になります。
更に、発注実績から最適想定単価を算出できるのでさらに厳密に検証できます。
このように、重要な標準（本体）工事をしっかり登録しましょう。
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１-１　標準（本体）工事とは

３

坪単価の根拠となる標準（本体）工事には”想定予算”と”想定単価”という概念があり、
物件の面積に応じて各工事の原価を想定します。

例）外壁工事は外壁㎡単価で発注が多いですが、
当システムではあえて施工面積で想定します。

その為、建物の形状によっては実行予算/発注額
と差異が生じます。
ですが、平均単価を設定しますので累計の平均
を検証すると安定しています。

想定予算

想定単価



１-２　標準（本体）工事とは

４

標準（本体）工事設定の”想定単価”から利益率に応じて最適売価を自動算出ができます。
このように標準（本体）工事が坪単価の根拠となるのです。



２-１　標準（本体）工事登録

５

標準（本体）工事を新規追加します。【本体工事を追加】をクリックしてください。



２-２　標準（本体）工事登録

６

名称など基本的な情報を入力します
工事名称と仕様規格は発注時そのまま引用されますのでわかりやすい名称にしましょう。

※１
※２

※1　表示名
登録後名称を変更したい際に使用します。

※2　商品
商品が複数ある場合「商品に紐づける」を選択し、
商品特有の工事.仕様（例)住設.外壁.内建具など
は該当する商品すべてにチェックを入れます。
全商品共通の仕様や単価の工事は　共通　を
選択します。



編集で変更

新規追加

２-３　応用編

７

標準仕様が変更した場合など、”共通”に設定した工事を商品ごとに分けたい場合は、
該当工事の商品を編集・新規追加にて、それぞれの商品を作成します。



２-４　標準（本体）工事登録

８

数量と単価を入力します。物件の面積によって原価が変動する工事は数量に該当面積を選択。
原価が変動しない工事は数量に固定（一式）を選択します。

例えば、外壁工事・サッシ工事、産業廃棄物処理
など坪単価を分かりづらい工事は、
発注実績を施工面積で割り、3物件の平均を算出しま
しょう。

（登録例）
・クロス工事　延床面積　￥15,000
・外壁工事　　施工面積　￥35,000
・キッチン　　固定　　　￥350,000
　



どの物件でも同じ発注先になる工事は【発注先初期値】に登録します。
勘定科目の初期値を登録しておくと、仕入別一覧表に記載されます。（詳細は勘定科目設定を参照）
また、業者見積・出来高を依頼する工事はチェックします。

２-５　標準（本体）工事登録

　９

・勘定科目
　→該当する勘定科目を選択します。

・業者見積（事前）を可能にする
　→見積依頼画面にて初期値で表示されます。

・出来高を可能にする
　→発注先選択画面にて出来高依頼チェックボックスに
　　あらかじめレ点がついた状態になります。

・自動で受発注を可能にする
　→通常は出来高を受信し任意で発注となりますが、
　　受信したら自動で即受発注が完了します。



２-６　標準（本体）工事登録

１０

登録されました。
　でドラックすると順番を変更できます。



異なる商品や世代を登録したい際は、下記のタブで切り替えます。
※世代は【マニュアル商品設定】を参照

２-７　標準（本体）工事登録

１１



基本的な固定工事である”住宅設備”をご紹介します。

３-１　登録例

１２

キッチン他、固定工事となるものは、
標準仕様に合わせて単価を登録します。

商品（ブランド）が異なれば
標準仕様も単価も違うと思いますので
しっかり別々に登録しましょう。



少し応用が必要な固定工事である”玄関タイル”や”電気工事”をご紹介します

３-２　登録例

１３

数量は各坪面積にのみ登録可能なため、
玄関面積などスポットの面積と紐づけがで
きません。そのような工事は、
おおよそかかる固定金額を登録しましょう。

また、電気工事の様に固定と変動が分かれる
ような工事は、同じ工事を分けて登録も手で
す。



基本的な変動工事である”外壁工事”や”産業廃棄物処理費”をご紹介します

３-３　登録例

１４

坪で発注しない工事でも、あえて坪単価を
設定する必要があります。
発注実績を施工面積で割り、複数物件の平均を
算出しましょう。

また、施工面積は車庫や吹抜面積の原価に影響
する工事に設定し（外壁工事.構造木材など）
影響しない工事は延床面積に設定しましょう。
（暖房工事.クロス工事など）



標準（本体）工事がそのまま発注行となる為、
発注先が異なる場合や発注しにくい場合、厳密に検証したい場合は分けて登録します。

３-４　登録例

１５



車庫用のシャッターなど通常固定費の工事でも、組込車庫特有の場合は
坪単価に逆算し登録します。（組込車庫の売価を適正にするためです。）

３-５　登録例

１６




